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令和４年２月臨時記者会見 

■日時：２月 10日(木) 午後 1時 30 分 

■場所：宮古市役所４階特別会議室  

会見項目 

 

１．令和４年度宮古市当初予算（案）について                     

 

会見内容 

  別紙資料１・２のとおり 

 

記者との質疑 

≪震災対応分予算の増額 について≫ 

河北新報 

震災対応分の予算が増額した理由は。 

 

市長 

復旧・復興事業はほぼ完了しておりますが、東日本大震災からの復旧・復興後の課題解決

である「宮古駅のバリアフリー化」「末広町線無電柱化」「田老庁舎跡地整備」などの事業を

震災対応分として整理しているため、若干の増額となっています。 

 

≪新規事業 について≫ 

河北新報 

主な新規事業は。 

 

市長 

継続事業がほとんどであり、大きい新規事業というものはありませんが、図書館の電子書

籍導入や川井門馬地域の公共施設再配置に係る基本構想の策定が新規事業となります。 

来年度は、複数年事業の２年目が多い年であります。 

 

≪田老庁舎跡地整備事業 について≫ 

毎日新聞 

 田老庁舎跡地整備について、田老観光ホテルとの住み分けや観光誘客への狙いは。 

 

市長 

 津波伝承館の構想は旧田老町の時からあり、平成１７年の合併時に新市建設計画に盛り込

まれていたものです。 

 また、旧田老総合事務所庁舎については、耐震能力がないと診断されたことから、移転を
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検討した結果、三陸鉄道の新しい田老駅と一緒にしようということで位置を変えて建設した

ものです。 

 旧田老総合事務所庁舎の解体だけでなく、跡地の利活用を検討するため検討委員会を立ち

上げました。そして、検討委員会の結論が津波資料館の構想が盛り込まれていた新市建設計

画とマッチングしたものです。 

 解体設計は一昨年完了しており、その後利活用の検討が終了したことから、来年度設計を

して、令和５年度に建設する計画です。 

 田老に津波資料館を建設する意義は、明治以降三回にわたって被害が一番大きいのが田老

であったということ、津波の被害があった後にまちをどのように作り、今の形になったかと

いうときの流れがわかる資料を収集し、伝えていくことができるということです。 

災害が起こった際にどう考えればいいかの参考になるものを資料館で見える化したいと

考えています。 

 

≪消防団員報酬の増額 について≫ 

読売新聞 

 消防団員の報酬を増額した背景は。 

 

市長 

  宮古市の消防団員定数は 1,200 人となっていますが、令和 3年 10 月時点の実人数は 1,025

人であり、消防団員の確保が課題となっています。 

 国でも処遇改善に向け、消防団員報酬については地方交付税で一定程度財政措置があるも

ので、国の交付税措置の基準に達していないのが班長と団員であったため、その報酬を引き

上げるものです。 

 団員の定員は 753 人ですが、令和 3 年 10 月時点の実人数が 490 人で、団員確保が課題に

なっており処遇改善に取り組むものです。 

 

河北新報 

 宮古市の報酬のレベルは、他の市町村と比べてどうか。 

 

市長 

 増額後の額は、国が地方交付税で措置している基準の額であり、国の基準に引き上げると

いうことです。県内で同様に見直しした自治体でもおおむね同程度の金額に引き上げていま

す。 

 

≪山本市長独自の予算 について≫ 

河北新報 

新しい任期で初めての予算編成だと思うが、山本市長独自の予算はあるか。 

 

市長 

総合計画に計上した事業を着実に推進するということです。公共交通に関しても、住民の

方々が利用しやすい三陸鉄道を作るために、３つの新駅を作って使いやすくしました。また、

宮古駅のバリアフリー化と八木沢・宮古短大駅のアクセス改善についても計画どおり進んで
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いるところです。 

田老庁舎跡地整備事業をはじめ、計画したことを一つひとつ実行していきます。 

これからの大きな事業としては、再生可能エネルギーの具体的な取り組みに向けて準備を

している段階であり、エネルギー事業によって財源もそこから導きだすという事業を進めて

いきます。 

公共交通については、車を運転できない方も出てくる中で、公共交通により移動しやすい

まちづくりを一つひとつ進めていきます。 
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‣歳⼊
市税 55億8,465万5千円（前年度⽐ 2億8,316万8千円 増）

法⼈市⺠税、固定資産税、軽⾃動⾞税などの増額

地⽅交付税 114億5,300万円（ 〃 11億3,852万8千円 増）
臨時財政対策債の減額に伴う普通交付税の増額

市債 25億4,130万円（ 〃 5億1,990万円 減）
臨時財政対策債の減額

プライマリーバランス（基礎的財政収⽀）
償還額 38.1億円 ＞ 発⾏額 25.4億円 12.7億円の⿊字

歳⼊・歳出のポイント
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